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ファイザーワクチン 打ちました

あらためて、ワクチンとは何か。mRNAワクチンって何なのか？
いろいろな報道は真実なのか 考えます。
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有機化学の対象範囲

世界を構成する物と有機化学の関わり



 免疫とは
外部から酸素や栄養を取り込む時、侵入したウイルスや細菌と戦うのが免疫
。免疫には自然免疫と獲得免疫がある。自然免疫は生まれつき備わっており
、ウイルスや細菌にはあるが人間にはない成分を認識して攻撃獲得免疫は、
侵入してきたウイルスや細菌だけを認識する免疫細胞が作られ、攻撃。ウイ
ルスや細菌が初めて侵入したときは、獲得免疫が働くまで1，2週間程度かか
る。いったん獲得免疫が出来ると、次に同じウイルスや細菌が侵入したときは
、速やかに攻撃を開始。

 ワクチンとは
人工的に作り出そうという発想で誕生したのがワクチン。ウイルスや細菌を何
らかの方法で弱毒化、もしく無毒化してたものを投与（接種）することにより、
獲得免疫を誘導。ワクチンは感染や発症を予防するためのものであり、感染
症になってから使用する治療薬とは異なる。
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ワクチン

身体の免疫を反応させて、病原体の攻撃に備えさせる医薬品



5

新型コロナウイルスの攻撃方法(感染)

外に吐き出した情報を複製して増殖

自身の体の細胞の働きに沿っているので
止めるのが難しい。
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ワクチンの種類
ウイルスや細菌を何らかの方法で弱毒化、もしく無毒化してたものを投与（
接種）することにより、自身の体で守らせる(獲得免疫を誘導) → ワクチン



 ウイルスに結合し、ウイルスが細胞に感染する
機能を邪魔する（中和する）抗体

 表面のスパイクタンパク質に結合して、ACE2と
くっつくことを阻害する抗体
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ワクチンの作用
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新型コロナウイルスワクチンの作用
スパイクタンパク質を狙っている



9

新テクノロジーのワクチン
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種類別ワクチン比較



 外から送り込んだmRNAをヒトの体内で機能させるには、いろいろな工夫が要る。

 まず、mRNAからタンパクを作らせるには、翻訳に関わる様々な分子（リボソーム、アミノ
アシルtRNA、開始因子、伸長因子、終結因子など）が必要。それらが存在する細胞内に
mRNAを送り込む必要がある。

 また、送り込んだRNA分子が翻訳に関わる分子にうまく認識してもらえるよう、天然の
mRNAと同じ配列構造（5’キャップ構造、3’ポリA配列など）を持たせる必要がある。

 さらに重要なのは、簡単に分解されてしまわないための工夫。外来のRNAは免疫システ
ムを担うタンパクに認識され、分解されてしまうため、それを逃れるための工夫が必要
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mRNAワクチンのすごさ

mRNAの基本構造。塩基（Base）はアデニン（A）・ウラシル（U）・グアニン（G）
・シトシン（C）のいずれか。UTR: 非翻訳領域（untranslated region）



修飾型のヌクレオシドの利用

 mRNAは、リボヌクレオチドという化学
構造がつながってできている。塩基の
部分は、基本的にはアデニン（A）・ウ
ラシル（U）・グアニン（G）・シトシン（C）
のいずれかであるが、天然のmRNA
では、これらの塩基の一部が化学修
飾を受けている場合もある（図a）。

 塩基の部分でなく、糖の部分に修飾
が見られることもある（図5b）。

 このような修飾型ヌクレオシドを利用
すると、mRNA分子が酵素による分
解を受けにくくなることから、mRNAワ
クチンにも修飾型ヌクレオシドがよく用
いられている。
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mRNAワクチンのすごさ



 有効成分

・トジナメラン（ヒトの細胞膜に結合する働きを持つスパイ
クタンパク質の全長体をコードするmRNA
▷添加物
・ＡＬＣ－０３１５：［（4-ヒドロキシブチル）アザンジイル］ビス
（ヘキサン-6,1-ジイル）ビス（2-ヘキシルデカン酸エステル）
・ＡＬＣ－０１５９：2-［（ポリエチレングリコール）-2000］-N,N-
ジテトラデシルアセトアミド
・ＤＳＰＣ：1,2-ジステアロイル-sn-グリセロ-3-ホスホコリン
・コレステロール
・塩化カリウム
・リン酸二水素カリウム
・塩化ナトリウム
・リン酸水素ナトリウム二水和物
・精製白糖
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構成分
アジュバントや保存剤は含まれていない

1. RNA
2. 脂質
3. 塩類、ショ糖、緩衝剤
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